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＜連絡事項＞

・8/29.30と医療機能評価お疲れ様でした。

・本日法人研修（2日目）がありますので参加がまだな方は参加して下さい。

・9/3介護学生の見学（就職希望）があります。

・作業療法士の臨床実習8週間本日で終了となります。

・9/10院長に診察は休診となります。田中一様は当日田名部Drへ診察して頂いて下さい。

＜外来患者様について＞

・上野康弘様～本日10:00～退院後初外来の予定だったが来院されず。主治医へ報告し電話連絡している。本人の携帯電話にかけるも不在。自宅にかけると本人様電話に出られ「今日は都合が悪い」と話す。次回の予約を承ろうとするも「電話する」と終電される。寝起きのような声色。主治医へも情報提供している。

・鹿原雄一様～本日10:30～退院後初外来。退院後は状態安定している様子であり「自宅療養も暇ですね」と笑いながら話している。9/10より職場復帰予定とのことで本日診断書作成している。復帰後2週間は無理をしないよう上司に話す事説明している。（診断書にも記入）次回後の診察間隔として状態が安定していれば次回より4週処方としていく予定。

・小野未絵様～躁鬱病にて現在服薬治療中だが体重増加が見られている為今後はジプレキサをOFFとしエビリファイを投薬していく事としている。変薬後症状の不安定さが見られる場合はデパケン増薬していく予定。

・八田裕法様～うつ症状改善されてきている。服薬もしたりしなかったりとの事。本日28日分処方し

次回の受診はしばらくお休みとしている。

＜通所利用中患者様について＞

・澤口直美様～利用中、昼頃より体温の上昇がみられてる。（37.5℃）ふらつき、倦怠感訴えあり頓服薬を服用し帰宅されるパターンが続いている。気分の高揚さみられている。状態の変化に注意し観察していくこととしている。主治医へは報告済。

・大久保康弘様～最近暑さが続き夜間眠れていない様子。生活状況の確認等詳しく話を聞いていく予定。

・其田淑子様～最近物忘れがひどいとの事で検査の実施を検討しており､来院時主治医へ確認していく事としている。前回の心理検査はH23年11月に行っている。また､耳が遠いことを気にしており､補聴器について職員へ質問することが目立っている。また､体調不良を訴えており､体重が2週間で2㎏減量している。デイケア利用時に体調の確認を密に行っていく。

＜新患情報＞

■H24.9.1(土)12:00受診予定　工藤　豪峰(かずたか)　様(40)

H21年6月より､障害者施設(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)にて介護員として就職。環境の変化に伴うｽﾄﾚｽや､同僚から虐めを受けていたこと等により､抑うつ感･不安感等の症状が出現し､同時期にさくら病院を初診。同院にて適応障害と診断され､薬物療法を実施していた。その後も上記症状が持続していたものの､就労に影響なく経過。H21年11月､｢会社に近い｣という理由により､ﾏﾅｸﾘﾆｯｸへ転院。H22年3月､さくら病院へ転院(理由は｢忘れた｣と話している)。H22年6月､職場を退職し､同時期に｢受診料が高くて払えない｣という理由で､同院への通院を中断していた。同6月より､工場にて派遣社員として就職。就職後､環境の変化に対応できずｽﾄﾚｽが増大し､H24年5月に退職。H24年6月より職業訓練校にて介護職の職業訓練を受けていた。同時期より､抑うつ感･不安感･苛々感等の症状が増悪して､｢周りの人が気になる｣｢誰にも会いたくない｣等と感じるようになっていた。その後も上記症状が持続していたことから､職業訓練校教員より精神科への受診を勧められ､当院へ受診相談がある。

■H24.9.3(月)12:00受診予定　佐々木　知英美　様(20)

小学生時より虐めを受け､上記がｽﾄﾚｽとなりﾘｽﾄｶｯﾄをするようになっていた。その後も同様の状態が続き､中学校入学時より､先輩を階段の上で背中を軽く押す､初対面の相手に殴りかかる等の行動が時折認められていた。上記の行動については､自身では記憶がなく､他害行為を行った相手も､｢初対面の相手｣｢あまり話したこともない先輩｣であり､特別な感情を抱いている相手ではなかった。専門学校を卒業後はﾄﾘﾏｰとして就職したものの､仕事中､軽症の傷を負った動物の傷を見て､その傷をさらに深くしようとする行動(実際は行動化する前に気づいて止めていた)があったものの､覚えはなく､｢このままでは仕事が出来ない｣と悩み､当院へ受診相談があり､受診予約を承っている。
■H24.9.5(水)12:00受診予定　鳥谷部　寛之　様(40)

高校3年時に友人に誘われて友人宅にて初飲｡H18年頃､ﾔｸｻﾞに引き込まれそうになったことを理由に他職員が出払っている隙をみて宿舎を逃げ出し､そのまま七戸町の実家へ帰郷｡弟が営んでいる土木業の会社へ就職｡この頃､毎日飲酒しており(ﾋﾞｰﾙ1ℓ､焼酎2.7ℓ/日)､酩酊状態で出勤することが目立っており､弟から酒臭を指摘されていた｡36歳頃､健康診断で高血圧･肝機能障害･高血糖との診断を受けたこと､日中から飲酒(飲酒量ﾋﾞｰﾙ500ml､焼酎2ℓ/日)していたことから会社を退職｡無職となり､日中から飲酒する様になっていた｡高血圧･肝機能障害･高血糖については､未治療であり数値については不明｡黄疸､発汗･動悸･震戦等の離脱症状がみとめられている｡断酒を希望し､当院へ相談があり､受診予約を承っている。

■H24.9.6(木)　イチカワ様

本日､認知症疾患医療センターへ受診・鑑別診断相談があり､H24.9.6に受診相談を行い､受診予約を取っていくこととしている。受診相談へは妻と利用施設(ｿﾚｲﾕ)職員が同行する予定。

